
















































































































































































































学問・研究をする 47 37 7 7 2 32 3
将来に役立つ資格をとる 67 24 6 2 1 29 1
クラブ・サークル活動をする 39 30 14 8 9 4 8
のんびりする 30 35 21 10 4 3 16
友人とふれあう 58 33 6 2 1 14 28
恋愛をする 29 41 19 6 5 2 13
ボランティア活動をする 12 37 31 14 6 1 0
アルバイトをする 36 41 15 6 2 1 1
車や洋服など消費生活を楽しむ 17 34 20 19 11 0 3
趣味を楽しむ 46 36 14 3 1 3 19
留学する 11 15 26 19 29 2 0
いろいろな所に旅をする 33 30 18 13 6 3 5
何でもほどほどにやっていく 13 31 29 16 11 4 1
なんとなく日々が過ぎていけばよい 2 5 15 26 52 1 0
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1コミュニケー ション志向 2気まま志向 3社会志向
友人とふれあう 0.740 -0.024 -0.045
恋愛をする 0.671 0.049 0.022
クラブ・サークル活動をする 0.491 -0.091 -0.008
なんとなく日々が過ぎていけばよい -0.242 0.674 -0.040
何でもほどほどにやっていく -0.071 0.627 0.052
のんびりする 0.310 0.503 -0.059
車や洋服など消費生活を楽しむ 0.275 0.372 0.081
留学する -0.104 -0.032 0.745
いろいろな所に旅をする 0.005 0.163 0.565
ボランティア活動をする 0.223 -0.138 0.438
因子相関行列 1 1.000
2 0.151 1.000
3 0.427 0.152 1.000
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実感を得ている（得ようとしている）ことを指しはしない。もちろんそれは「大切なこと」として
は意識されており，約 1/3が「学問・研究をする」ことが「一番大切」と答えている（表１）。し
かし「今やりたいこと」，そして「一番幸せ」なこととなると，前者では資格を取得することや友
人とふれあうこと，趣味を楽しむことが「学問・研究をする」ことと拮抗し，後者ではさらに恋人
とのかかわりやのんびりすることが重視されることとなる。因子分析の結果，４つの類型――「タ
ノシミ」「ウダウダ」「ソコソコ」「マジメ」――が抽出され，それぞれに学生であることの内実が
異なることが示された。そしてそれぞれの類型がそれぞれのあり方で学生生活を営み満足感・充実
感を得ていることが明らかとなった。
注意しなければならないのは，この４類型は何をしたいのか，その種類によって分かれていると
いうことではないことである。この４類型はむしろあらゆることに対してどのぐらいしたいと思っ
ているかという程度によって区分されると考えた方がよい。「ウダウダ」が消費生活に，「マジメ」
が学問にという傾向はあるものの，すべてに積極的な「タノシミ」から，因子分析から除外された，
学問・資格・アルバイト・趣味以外には消極的な「マジメ」までの程度による区分である。学生の
多様化と言う場合，質の多様化という視点からだけではなく，量の多様化という視点からも考察す
る必要があるだろう。
これら学生に対して大学は何を提供するべきだろうか。まずは，学問や研究が必要条件ではある
かもしれないが，自分を変える大きな出来事や幸せであることに，それらは直接かかわっていない
と意識されている事実を考える必要があるだろう。そして今回抽出された４類型にとっての意味を
考えつつカリキュラム編成を行うとともに，福利厚生を含めた学生への支援を考えていかなくては
ならない。また教育学部という前史をもつ本学部（特に地域教育学科）の特徴と考えられる資格重
視の傾向について，他学部・他大学の教育学部との比較検討が必要である。
さてこの４類型にしても，その他の事項（友だちの数等）にしても，学年間の一貫した傾向は見
られなかった。他にはあまり例を見ない教員養成系から一般学部への改組という事態において，受
験生がどのような動向を示したのかはここで触れることはできないが，地域学部改組直後の入学者
層が大きく変動したことを示唆している。これが学年進行による変化なのか，それとも学部改組に
よる変化なのか，あるいは一時的な混乱を示しているにすぎないのかは，今後の調査によって明ら
かになるだろう。今後，卒業時までの経年変化を明らかにし，今回の学部改組がもたらした影響を
明らかにしたい。
1 この設問のほかいくつかは高橋勇悦らの青少年研究グループによる調査を参考にしている（高橋勇悦監
修『都市青年の意識と行動』恒星社厚生閣，1995年）。本調査では年齢差が少ないためその傾向は見られな
いが，年齢が高くなるほど友だちの数を少なく答える傾向もある。たとえば東京神戸調査では，「10人以上」
という回答が，女性では16-19歳で80％，20-24歳で69％，25-30歳で58％，男性では同じく65％，63％，59
％となっている。ただしこの調査対象は学生に限られていない。
2 溝上慎一『現代大学生論』日本放送出版協会，2004年。
（2006年５月10日受付，2006年５月11日受理）
